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会 議 の 概 要

開会　１４時００分

教育部長（塚本良君）　皆さん、こんにちは。ただ今より令和２年度第１回藤岡市総合教育会議を開催いたします。本日司会を務めさせていただきます、教育部長の塚本です。よろしくお願いします。藤岡市総合教育会議は、平成２７年４月、地方教育行政の組織及び運営に関する法律が改正され、その設置が定められました。この総合教育会議では、市長と教育委員会が十分な意思疎通を図り、藤岡市の教育の課題や、あるべき姿を共有しながら連携して教育行政の推進を図ろうとするものであります。
開催にあたりまして主催者であります、新井市長よりご挨拶を申し上げ
ます。
市　　長（新井雅博君）　皆さん、こんにちは。本日は、第１回総合教育会議に教育委員の皆様には大変ご多忙の中、ご出席を賜りましてありがとうございます。
本会議の趣旨につきましては、部長から説明がありましたが、教育行政に対し、お互いの課題を共有しながら、問題を解決に向けて、ともに歩んでいくことが大きな趣旨だと考えています。皆様のご意見を尊重しながら教育行政及び市行政に活かしたいと考えていますので、よろしくお願いします。
また、そのようなことに裏付けるように、教育長と教育部長には、二週間に１度、庁議を開催しており、教育長には各学校及び教育行政の近況、その都度状況報告と様々な意見をいただいています。また、新型コロナウイルス感染症が発生して以来、２月以降から今日まで３０回以上の新型コロナウイルス感染症対策本部会議を開催しており、その都度対策本部会議で情報を共有し、職員全体で対応しています。教育委員には見えない部分でありますが、共有活動をしていますので、冒頭にご報告いたします。
本日は１時間という予定でありますが、有意義な会議になりますようお願い申し上げて挨拶とさせていただきます。
教育部長（塚本良君）　ありがとうございました。続きまして、田中教育長よりご挨拶をお願いします。
教育長（田中政文君）　市長におかれましては、総合教育会議を開催していただき、誠にありがとうございます。
市政については、月に一度の教育委員会定例会にて教育部長より報告をしていただいていますが、昨年のエアコン設置及びブロック塀の撤去、今年度は新型コロナウイルス感染症対策では、新井市長には、大変感謝申し上げます。
また、ＧＩＧＡスクールについてですが、桁違いの予算を計上していただきましたので、今後事務を進め、調整していきたいと思います。
我々は、教育行政に携わっているため、教育委員会や学校からの立場で色々なことを考えたりしますが、その都度市長から、もっと子どもや保護者からの目線で考えたりすることが大事だと指示を受けています。また、今回の新型コロナウイルス対策でも物だけでなく、人権を考慮するような教育をする指示もあります。
本日の総合教育会議は、大津のいじめ問題がきっかけとなっておりますので、本日もいじめ問題についてご報告させていただきます。また、ＧＩＧＡスクール構想についても説明させていただきます。
最近の傾向ですが、１学期は６月・７月は通い、３週間の短い夏休みがありましたが、特段大きな事故及び事件等はありませんでしたが、野球部の女子生徒が熱中症を発症したとして１件報告がありました。今週から２学期が始まり、この暑さのため、安全安心を第一に考えて、対応していきたいと考えています。
今後とも小中一貫教育、コミュニティ・スクールについても、新井市長より徹底するよう指示がありますので、この辺も含めて進めていきたいと思います。
本日の話し合いが、多くの子どもたちの笑顔、やる気、希望に繋がっていけたらと思いますので、よろしくお願い申し上げて、あいさつとさせていただきます。
教育部長（塚本良君）　ありがとうございました。それでは協議事項に移らせていただきます。藤岡市総合教育会議運営要綱第３条によりまして、議長は新井市長にお願いいたします。
日程第１　いじめ問題の現状と対応について
市　　長（新井雅博君）　それでは指名を受けましたので、議事を進行させていただきます。よろしくお願いいたします。早速ですが、日程第１いじめ問題の現状と対応について入らせていただきます。資料の説明を事務局からお願いいたします。
学校教育課長（宮澤克巳君）　はい。学校教育課の宮澤と申します。よろしくお願いします。まず、資料１ページ、１をご覧ください。令和元年度のいじめの件数は、小学校３１件、中学校１７件、計４８件でございます。平成３０年度に比べ、小学校では４３件の減少、中学校では１１件減少、計５４件の減少でした。昨年度より大幅に減少した理由については、平成３０年度の件数が多かったため、各学校が危機感を持って対策を行った成果と捉えています。しかしながらその反面、いじめの認知がどのようにあったかという問題もあります。現に文部科学省では、いじめの認知件数が多いことは、いじめに対する認識が高いという見方もしております。教育委員会としても、いじめ認知の認識が低くならないよう、校長会等を通じて各学校に依頼していきたいと考えています。
　　　　　いじめの形態については資料のとおりですが、冷やかし、からかい、ぶつ、たたく（軽度も含めて）、仲間外れ、いやなことを押し付ける等がありました。また、ＳＮＳを介したいじめは中学校で２件ありました。
　　　　　重大事態は中学校で１件、重大事態が疑われた事案は小学校２件、中学校１件がありました。この事案につきましては、資料の１５、１６ページに記載していますので、後ほどご確認ください。
　　　　　いじめの解消については、少なくとも３ヶ月を目安にいじめに関する行為が止んでいること、被害児童生徒本人及び保護者に対し、心身の苦痛を感じていないかどうかを面談等により確認することの２点が要件としてあります。小学校では１７件中１６件、中学校では３１件中２９件が解消となりました。なお、昨年度中に解消されなかった小学校１件、中学校２件は、現在も指導を継続しています。
　　　　　次に、各中学校における取り組みについて説明させていただきます。「いじめ防止基本方針」に基づいた各学校の対応について、「いじめに対する基本認識」及び「未然防止・早期発見」等について触れさせていただきます。資料３ページをご覧ください。例として小野連携型小中一貫校の「いじめ防止基本方針」を記載しています。いじめ防止基本方針については、県や市の「いじめ防止基本方針」を基に、連携型一貫校として、毎年見直しを行うとともに、各学校において、その内容を職員会議・生徒指導会等において全職員に周知徹底を図っているところです。
　　　　　まず、いじめに対する基本認識ですが、３ページ下段をご覧ください。いじめは、どの学校にも、どのクラスにも、どの子にも起こりうること。いじめを単なるトラブルや喧嘩ではなく、人権侵害、差別問題として受け止めること。いじめであるか否かは、被害者の受け止め方で判断する。いじめの兆候を見逃さず、様子がおかしいと感じたら速やかに対応する。いじめられている側にも問題があるという見方はしない。以上５点を各学校では、特に被害者の立場に立って、いじめを認識し、その対応を行っています。
　　　　　次に４ページ下段から５ページをご覧ください。いじめ問題解決への取り組みでは、いじめを生まないこと、即ち「未然防止・予防」が何より大切だと考えています。ここでは、未然防止・予防として「いじめをしない、させない、許さない風土作り」を行うこととして、７点述べていますが、中心は大きく２点ございます。１つ目は、学級での生活、授業中、学校行事、児童会・生徒会活動、部活動など、あらゆる教育活動を通じ、日常的に、子どもたちの望ましい人間関係作りや人権教育を推進すること。さらに、諸活動を通して、１人１人に達成会や充実感、自己有用感を味わわせるとともに、共感的な人間関係作りを行うことであります。２つ目は、児童生徒が主体となった「いじめ防止活動」の推進です。児童生徒が自分事としていじめを考え、その未然防止に向けた意識を高く持ち、未然防止を図る取り組みの充実です。
　　　　　いじめの早期発見につきましては、５ページの中ほどをご覧ください。大切なことは、教員と児童生徒の信頼関係を深め、子どもや保護者が何でも相談できる関係作りを行うこと。また、教師がアンテナを高く持ち、子どもの表情や行動・人間関係、学級の雰囲気等小さな変化に気づくことであります。担任、教科担当、養護教諭、管理職等全員で気づきを伝え合い、いじめの兆候を見逃さないようにしています。いじめを受けたり、いじめを見たりしても言い出せない児童生徒もいますので、毎月行っている日々の生活ノート、連絡帳、生活アンケートを活用し、担任等による相談活動、児童生徒や保護者の要望に基づくカウンセラーへの相談などを行い、早期発見に努めております。
　　　　　各学校では、このようないじめ未然防止・予防に関する取り組みを日々行うとともに、いじめ発生時には、校長を中心とした「いじめ防止推進委員会」を中心に対策を共通理解し、解決に向けた対応をしているところです。
　　　　　次に、１３ページ「差別・偏見」と書かれた資料をご覧ください。これは、新型コロナウイルス感染症に係る「差別や偏見」の理解やその予防についての資料です。年度当初、田中教育長より新型コロナウイルス感染症による差別や偏見を生まない教育を推進するよう各学校へ繰り返し指示がありました。このことを受け、各学校では、６月の学校再開時に重点的に指導を行いました。また、夏休み前には、新井市長からも差別や偏見の予防についてご心配いただき、
学校教育課で改めて資料を作成し、各学校に配布しました。新型コロナウイルス感染症の感染者数が日々増える中、インターネット上を中心に、差別や偏見、誹謗中傷が見られ、このことが社会問題となっております。このような状況を踏まえながら、児童生徒が感染症を正しく理解し、他者を思いやり、差別や偏見を持ったり、いじめを生まないよう各学校において指導を徹底していきたいと考えています。また、感染症に関わる学習を通して、社会にある様々な差別や偏見についての理解を深め、それを防止する態度を養っていきたいと考えています。
資料２ページにお戻りください。３に藤岡市全体の取り組みについて、２点あげていますが、いじめ問題解決に向けた子ども会議について説明させていただきます。本市の「いじめ問題解決に向けた子ども会議」は、平成１９年度から小中学校の代表者により開始し、平成２５年度より、市内の高校の代表者を加え、小中高が連携して取り組んでいます。この子ども会議の目的は、いじめ問題を子どもたち自身に、自分の問題として考え、市全体で子どもが主体となったいじめ防止対策を推進することです。これまでの子ども会議では、子どもたちが知恵を絞って「スマイルハイタッチあいさつ運動」、「ハッピーはあとふるツリー運動」、「藤岡市ネットいじめ防止行動目標アクション３＋」等を考えました。昨年度は、「感じ方の違いがいじめにつながるのか」をテーマに、小学生から高校生が混じったグループで「それぞれ感じ方の違う友達に、私たちができること」について熱心に話し合いました。そこからは、「友達の気持ちをよく考えよう」「友達と積極的に関わりをもとう」「自分も友達も気持ちの良い会話をしよう」「友達の良い所を見付け、理解しよう」などのコミュニケーションポイントをまとめました。最後には、いじめ問題サポーター宣言として、会議で決まったコミュニケーションポイントを学校の児童生徒に伝えるための取り組みや心掛けをそれぞれ参加者が表明しました。各学校では、この会議に参加した児童生徒が中心となり、報告会を行ったり、学級での話し合い活動を行ったりしながら、いじめ問題解決に向けた取り組みを行っているところです。子ども会議に参加した児童生徒の感想をご紹介します。
小学生からは、人それぞれ感じ方が違うことを知りました。言った人は言われた人が傷ついていないと思っているけれど、言われた人は実はすごく傷ついているということもあります。人によって、言われて嬉しいことと言われて嫌だと思う言葉が違うので、声をかける前に、言われて嬉しい言葉かどうか、自分がもしそう言われたらどう思うかなどをよく考えてから言ったほうがいいということも分かりました。中学生からは、今回初めていじめ会議に参加して、人によって言葉の捉え方が違うことで小さなことでもいじめに繋がってしまうと思いました。同じ言葉でも皆それぞれ感じ方が違うので、自分だけが言われて嬉しい言葉を使うのではなく、皆が言われて嬉しい言葉を使っていけたらいいなと思いました。また、人それぞれの個性を認め合いお互いに尊敬することが大切だと思いました。これからも皆の個性や価値観を認め合って、大切にしていきたいです。また、生徒会役員等も出席していましたので、生徒会本部役員としてしっかりと全校生徒に伝えていかなければならないと感じました。などの感想をいただいています。
このような地道な活動を通して、いじめの防止に繋げていければと考えています。

市　　長（新井雅博君）　ありがとうございました。ただいま事務局からいじめ問題の現状と対応について説明をさせていただきました。ぜひ、委員の皆様から忌憚のないご意見又はご指導がありましたら、お願い致します。
市　　長（新井雅博君）　櫻井委員。

委　　員（櫻井正明君）　１ページのいじめ件数の推移ですが、平成３０年度では小学生のいじめ件数が多く認知されていますが、令和元年度では、例年通りの件数になっています。なぜ平成３０年度が多くなっているのか具体的な理由はあるのでしょうか。
市　　長（新井雅博君）　学校教育課長。
学校教育課長（宮澤克巳君）　いじめの認知について、大分変化があったと考えられます。被害者がいじめられたと思うことは小さな内容でも報告するよう徹底していましたので、件数が多くなったと考えられます。
市　　長（新井雅博君）　他にご質問はありますでしょうか。

市　　長（新井雅博君）　田村委員。
委　　員（田村洋子君）　私は逆にいじめの教育をしていく中で、相手がどのように感じているのか十分に理解したうえで、初期段階で見つけているのではないかと思います。令和元年度では認知が少なくなっており、実際に減っている可能性もありますが、初期段階での気づきが弱くなっているとしたら残念です。今後も継続していく中で、子どもたちの中で話し合えるようにすれば重大事態に発展することはないと思いますので、初期段階での対応をお願いできればと思います。
市　　長（新井雅博君）　学校教育課長。
学校教育課長（宮澤克巳君）　ご指摘ありがとうございます。我々もそこが一番心配しているところです。学校で気づき対応することが必要だと思いますが、初期段階の意識が弱くなっていくと見逃す可能性がありますので、繰り返し校長会を通じて各学校に連絡していきたいと思います。
市　　長（新井雅博君）　田村委員。
委　　員（田村洋子君）　新型コロナウイルス感染症の関係で、学校を開放している期間が短かったと思いますが、いじめ問題に対する取り組みは予定通り進めていくのでしょうか。
市　　長（新井雅博君）　学校教育課長。
学校教育課長（宮澤克巳君）　新型コロナウイルス感染症によるいじめ事案はありませんが、学校再開に向けて繰り返し指導しているところであります。それに伴い、いじめへの意識を忘れないように今後も取り組みたいと考えています。なお、４月・５月に対応できない部分がありますので、少しずつ対応していくことになりますので、２学期の期間中にできることを適切に実施したいと考えています。
市　　長（新井雅博君）　教育長。
教育長（田中政文君）　いじめ問題については、学校と連携して、休み期間中も対応し、ＳＮＳに関する内容も見落としが無いよう注意しているところです。また、今までの子ども会議で決めた「スマイルハイタッチあいさつ運動」が新型コロナウイルスによって矛盾していますが、各学校でどのようにするか考えながらいじめ対策及び新型コロナ対策ができればと思います。いじめ問題解決に向けた懇談会は平成２５年度から教育委員会が主催で開催していましたが、昨年度あたりから学校運営協議会が主催するようになりました。例年ですと、６月頃に開催していましたが、今年度は２学期の後半に開催を予定しています。
市　　長（新井雅博君）　他にご質問はありますでしょうか。

市　　長（新井雅博君）　中島委員。
委　　員（中島知砂君）　いじめを認知することは大変重要だと思いますが、一番良いことはいじめが起きないことだと思います。先ほど、いじめ問題解決に向けた子ども会議などがありましたが、この会議に出席した子どもは改めていじめについて学んだと思います。先生方もご指導していることだと思いますが、この会議の内容、更にはいじめが起きないことを重点にすることが大事だと思いますので、引き続きお願いできればと思います。
市　　長（新井雅博君）　学校教育課長。
学校教育課長（宮澤克巳君）　子ども会議につきましては、これを核として、各学校で取り組みを進めています。子ども会議を開催する前に、各学級で話し合いを持ったりしており、子どもたち自身が、しっかり考え、実施していますので、今後も対応を考えていきたいと考えています。
市　　長（新井雅博君）　他にご質問はありますでしょうか。

市　　長（新井雅博君）　田中委員。
委　　員（田中正弘君）　日頃より、教育委員会の皆様方には、いじめ問題に関して、様々な取り組みをしていただき、感謝しています。１点確認ですが、学校単位の判断になると思いますが、令和元年度のいじめ認知件数は、小学生は３１件、中学生は１７件とありますが、この内容は関係者だけが知っている情報なのか、それとも生徒児童も知っている内容なのでしょうか。
市　　長（新井雅博君）　学校教育課長。
学校教育課長（宮澤克巳君）　一貫校として、中学校と小学校がこのようないじめについて共通理解をしています。ＳＮＳに関する内容については、市内の生徒指導部会に共通理解をしています。
市　　長（新井雅博君）　教育長。
教育長（田中政文君）　いじめの件数や内容について、各学校に情報提供することはありません。ただし、校長会議及び教頭会議では内容を含め、詳しく説明をしています。また、教育懇談会では、いじめとはどんなことをされているのかなどの質問が多数ありましたので、情報提供としてある程度の内容を出しています。なお、情報として出せる範囲は限られていることから配慮しているところはあります。
市　　長（新井雅博君）　ありがとうございました。進行している中で大変恐縮ですが、行政としてできることは、教育環境を安全について２年間私としては最優先でやらせていただきました。例えば、通学路の安全対策として９月補正で予算を組みました。実は学校の交通安全対策は１年間で１千万円しかありませんでしたが、今回は６千万円を補正しました。財政当局から厳しいですと意見もありましたが、子どもたちの通学路の安全対策を徹底するよう指示しました。あるいは、学校教育現場における網戸の設置など諸々の案件がありましたが、教育委員会から提供された話は１００％で実施をしています。それが行政サイドとして子どもたちの安全を守るうえで、当然のことをやっていますので、教育委員会並びに教職員の皆様方が子どもの安心という部分の全責任を負っていただき、子どもにとって安心な場所とはいつでも先生に見てもらうこと、また、コミュニティ・スクールをはじめ、小中一貫を含めながら、地域の人々からも守られている安心感をこれからも推し進めていければと思います。子どもたちを一人ぼっちにしない、学校に行くことが安全であることの環境を作っていただきたいことを強く思っています。
日程第２　ＧＩＧＡスクール構想の推進について
市　　長（新井雅博君）　続きまして、日程第２　ＧＩＧＡスクール構想の推進についてに移ります。説明を事務局よりお願いします。
学校教育課長（宮澤克巳君）　ＧＩＧＡスクール構想の推進について説明します。資料をご覧ください。国のＧＩＧＡスクール構想につきましては、当初令和元年度より令和５年度までの５年計画でありました。しかしながら、新型コロナウイルス感染症による学校の臨時休校であっても、先生子どもたちが双方向でやりとりができ、学習の保障に向けた遠隔学習の必要性等により、４月に国が「ＧＩＧＡスクール構想の実現による学びの保障」を打ち出し、当初の計画を前倒しし、今年度中に整備することとなりました。本市では、新井市長がいち早く導入の方向性を示してくださり、着実に整備が進んでいるところです。
　　　　　資料２をご覧ください。ＧＩＧＡスクール構想の目的ですが、これからの時代を生きていく子どもたちに必要な情報活用能力を育成することや、一人一人の個性に合わせた個別最適化された教育の実現を目的としています。さらには、児童生徒１人に１台の学習用端末を整備し、同時接続しても不具合の起きない高速大容量ネットワークを整備する計画であり、災害や感染症等による臨時休校等緊急時の対応として子どもたちの学びを保障する一面も持ち合わせています。
　　　　　資料３をご覧ください。本市では、その整備を１月末までには行い、２月より学習を進めていきたいと考えています。
　　　　　資料４をご覧ください。予算につきましては、小学校ではⅰＰａｄ３，１０１台、中学校ではクロームブック１，７０１台、計４，８０２台、総計２３１，９３６，６００円です。その内の国庫補助は１４４，０６０，０００円になります。実際に５月専決で計上していただき、８月２１日には入札を行い、２１５，５１３，７６０円で落札しました。
　　　　　資料５をご覧ください。小学校用端末につきましては、低学年からの使用となりますので、キーボード入力に困難さがありますので、直感的な操作が容易なｉＰａｄにしました。資料６をご覧ください。中学校用端末としては、県立高校との接続を考慮するとともに、クラウドサービスの親和性の高いクロームブックとしました。資料７ではネットワーク整備環境についてです。予算はご覧の通りです。現在、校内ネットワークの設計を行っており、今後、入札を経て、１０月から１月に工事を行う予定です。
　　　　　資料８をご覧ください。通信環境につきまして、市内の一部に光回線未整備地域がありますが、この点については、市が令和３年度までに解消を目指しています。
　　　　　資料９をご覧ください。家庭への遠隔学習に向けた環境整備であります。６月にＷｉ－Ｆｉ環境を調査したところ、約１割の世帯が整備されていませんでした。このため、遠隔学習のためのＷｉ－Ｆｉルーターの貸し出しを行う予定です。
　　　　　資料１０をご覧ください。今後の運用についてですが、各学校における指導計画作成や小学校プログラミング教育の推進、オンライン上での会議等の実践研究、教職員の研修、デジタル教科書の導入、ＩＣＴ教育推進のための人員配置などを検討しております。お手元にＩＣＴを活用した授業実践例がありますのでご確認ください。これは、現在各学校で取り組んでいるＩＣＴを活用した日常的な教育実践であります。いくつか説明させていただきます。１は、小学１年生の生活科「学校探検」において、先生と一緒に探検し、先生に撮影してもらった写真を児童が選び、投影し、拡大などしながら、説明している場面です。２は、小学４年生体育の授業での活用です。４年生跳び箱の授業です。上の写真はＰＣを持った児童が、友達の跳んでいるところを動画で撮っているところです。下の写真は、撮った動画を児童が見合い、良い所や改善点等を伝え合っている場面です。４は、デジタル教材を活用し、学習課題を児童に捉えさせている場面です。６は、個別学習で活用を図っている場面です。私も特別支援学級での活用場面を参観したことがありますが、ソフトを使って、児童が漢字練習を進めていたことに驚いたことがあります。７は、ＺＯＯＭの活用です。資料の左の写真は、真ん中あたりにあるＰＣで授業の様子を映している様子です。右の様子は、校長室でその画像を見ている様子です。この学校では、感染症になった場合、重篤化する危険性のある児童がおり、その対応として遠隔授業の実現を早期に図るために取り組みを進めています。このほかにも、ＺＯＯＭを活用して、朝礼を行ったり、学校間で研修会を実施したり、実践を積み重ねています。
　　　　　このように、ＩＣＴの活用は日常的になってきており、教職員も積極的に活用を図っています。この取り組みをベースとして、１人１台端末が導入された際の教育の在り方を検討し、どのように活用すれば効果があるのか、これまで実践してもできなかったことの実現など、市全体で研修したりして、準備を進めていきたいと思います。

　　　　　資料に１２から１４は、文部科学省の示した１人１台端末活用の目指す方向性であります。このような内容を参考にしながら、各教科等での実践を積み重ねていきたいと思います。
　　　　　最後になりますが、資料１５をご覧ください。今年度、鬼石中学校区（鬼石中・鬼石北小・鬼石小）が、群馬県のＩＣＴ活用促進プロジェクトの指定校となっております。９月上旬には、県教育委員会よりクロームブック８０台が貸与される予定であり、次年度に向けた先行研究を推進していきます。主な使用ソフトは、ベネッセコーポレーションの「ミライシード」を予定しており、その中には資料１６から１８にあるような、共同学習支援ソフト、授業支援ソフト、個別学習ドリル等があります。８月２０日には、第１回目の研修会を鬼石中学校区の各校の管理職、教務主任、研修主任等を対象として、県教育委員会の指導主事を招き、鬼石北小学校で開催しました。参加した本市の指導主事の話では、先生方の関心が高く、すぐにでも使いたいと意見が出たと聞いています。
　　　　　ＧＩＧＡスクール構想によって教育が大きく変化していく、また、新たな教育方法の創造が始めると感じています。担当課として、次年度の本格スタートに向けて、課題を把握し、その解決を図りながら準備を進めていきたいと考えています。
　　　　　以上で説明を終わります。
市　　長（新井雅博君）　ありがとうございました。ただいま事務局からＧＩＧＡスクール構想の推進について説明をさせていただきました。委員の皆様からご意見又はご指導がありましたら、お願い致します。

市　　長（新井雅博君）　中島委員。

委　　員（中島知砂君）　先ほど、ご説明のありましたＧＩＧＡスクール構想の関係でお聞きします。藤岡市は他市町村に比べてＧＩＧＡスクール構想の推進に市長は予算を５月専決するほど積極的であると感じています。市長はＧＩＧＡスクール構想にどのような思いがあるのでしょうか。お聞きしてもよろしいでしょうか。
市　　長（新井雅博君）　はい。私は昭和３５年生まれですから、小中学生は昭和の４０年代になりますので、正直ＧＩＧＡスクール構想は私の教育の本意ではありません。昭和５８年に国会議員の秘書になった際、当時は携帯電話がなく、朝から晩まで秘書する中、通信手段がないために渋滞に巻き込まれた際に、連絡が取れないような時代を過ごしてきました。その後、通信手段が発展していき、携帯電話が普及するようになり、現在では小さい子どもがタブレットなどを見ることになるような時代になりました。そのような状況では本意でなくとも、今の子どもたちの情報社会もですが、今後進んでいく社会、多くの情報を子どもの時代から受け止めて、活用することを教育現場で習得する必要があると感じました。そのため、令和５年までにこの事業をすると教育委員会から早い段階から準備を進めていました。その中で、新型コロナウイルス感染症の問題及び群馬県の通信インフラ整備率が全国で３０後半の順位にあることを憂いていたことから、いち早く学校教育現場に実施したいと感じました。また、他の市町村と同じように９月議会に提出し、議論をいただいて予算を組み入札を行った場合、日本中の問題であることから、品物自体が間に合わないと感じました。これは、特別教室にエアコンを設置する際、全国レベルで設置が計画されていました。その時、私は５月までに入札するよう指示をしました。理由は全国で同様の工事が行われるため、１ヶ月先に入札をしなければ資機材が間に合わないことを説明しました。そのため、今回のＧＩＧＡスクール関係におきましても全ての整備をするためには、他市町村よりも２ヶ月、３ヶ月早めに決断をし、入札して機材発注及び準備を進めることが重要であります。併せて１億円以上をかけて、各学校にＷｉ－Ｆｉ整備を進めています。これらは過去の経験から人より早く決断をして、やるべきことだと考えています。正直、議会の議論を得ず、議員の皆様方には理解を得て、総計３億４千万円ぐらいになると思いますが、藤岡市では来年早々には環境整備でき、子どもたちが試していくことになると思います。積極的なＧＩＧＡスクール構想を私の将来のビジョンとするのではなく、準備を進めていた事業を国及び県が後押しをするリーダーの発言がありましたので、すぐに実行に移したものであります。
　　　　　不本意と言いましたが、教育としての考え方は子どもたちが直接先生や現場などを触れ合う中で気づくことが成長していく中でとても大切なことだと考えています。
　　　　　以上です。他にご質問はありますか。無ければ日程２ＧＩＧＡスクール構想の推進についてを終わります。皆様、ご意見ありがとうございました。
日程第３　その他について
市　　長（新井雅博君）　　日程第３その他についてですが、何かございますか。先ほどの議題内容にかかわらず、ご意見等がありましたら、ご発言願います。
出席者全員　なし
市　　長（新井雅博君）　他に意見等ないようですので、用意した協議事項については終了させていただきます。本日は、いろいろなご意見をいただき、ありがとうございました。ご意見等については、市長部局、教育委員会事務局においてこれから更に検討し、藤岡市の教育行政に活かしていきたいと思います。
　　　　　　以上をもちまして、第１回総合教育会議の全ての日程を終了しました。お疲れさまでした。
教育部長（塚本良君）　ありがとうございました。それではこれをもちまして、令和２年度第１回藤岡市総合教育会議を終了いたします。次回、総合教育会議は、招集すべき議題が発生した場合に随時開催したいと思いますので、よろしくお願いいたします。ありがとうございました。


閉会　１５時１０分
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